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論 文 内 容 の 要 旨 
第 1 章は序論であり、先ず本研究課題に密接に関係する事項について述べた。1 つは(i)ひずみやひ
ずみ速度の不安定性として知られている塑性不安定性の種類、塑性流動の構成方程式である基本的な
線形安定化解析手法(linear stability analysis)である。2 つ目は(ii)アコースティックエミッシ
ョン(Acoustic Emission : AE)の測定技術についてである。材料における局部ひずみや塑性不安定性
の研究に対し AE が有効であるにもかかわらず、これまでほとんど適用されていないことを示した。
次に本研究の目的である、(a)ひずみの不安定性と AE スペクトルの関係、(b)AE を用いてアモルファ
ス材料における局部ひずみについて、これまでの研究の文献調査結果と併せて述べた。 

















相におけるマルテンサイト変態が鉄における変態誘起塑性(Transformation-induced plasticity : 
TRIP 効果)と同様に延性向上に有効であることを明らかにした。(d)最後にせん断帯の進展による破
壊を AE によって解析し、きれつ進展速度が 200m/s であることを初めて明らかにした。 
第 5章では結論を述べた。 
 




















明らかにした。さらに、破壊時の AE 測定によって、き裂進展速度は 200m/s に達することを初めて見
出している。 
 以上のように本論文では材料における種々のひずみ局在化における動的課程の詳細について AE 解
析を利用して明らかにし、材料塑性の研究における AE 測定の有効性を示している。これらの研究成
果は、材料の変形・破壊における材料科学の発展に寄与するところが大きい。したがって、本論文の
著者は博士（工学）の学位を授与されるのに十分な資格を有すると認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
